
 

第４回ときわ広陵こども園三者協議会次第 
 

日時：令和７年３月２７日(木) 

午後１時３０分 

場所：広陵町総合保健福祉会館４階中会議室 

 

 

１ 会長挨拶 

 

２ 協議事項 

 

(１) 前回の未回答事項 

 

(２) 第２回保護者説明会について 

 

(３) その他 

   ① おむつのサブスク（おむつの定額制サービス）について 

   ② ご意見・ご要望について 
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（１）前回の未回答事項  

 質問事項 回答 

① 登園時のブラウス等の着用について 
基本は体操服とブレザー姿での登降園になりま
す。幼稚園でブラウスを購入使用されている方
の着用は自由とします。 

② 土曜日の開所時間について 

２号、３号の短時間の方は 
８時３０分から１６時３０分まで 
２号、３号の標準時間の方は 
７時３０分から１８時３０分まで。 
１号の方はお休みです。 

③ 
１号認定園児の長期休業の預かり保
育について 

行う予定をしていますが、金額については検討
中です。 

④ カラー帽子の購入 
初年度のみ購入。その後は継続使用をしていた
だきます。 

 
※ 名札について 
 前回名札を購入していただかないものと記載していましたが、名前が分から
ない状況では保育に支障がでると判断されたため、新入園児に関しては購入を
していただき、現在使用している園児のかたは継続して使用していただくよう
に変更しました。 
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（２）第２回保護者説明会について 
   日時：令和７年４月６日（日）１３時３０分～ 
   会場：さわやかホール４階 大会議室 
      （託児）同ホール４階 中会議室 
   対象：３園の保護者 
   議題 
 

１．公私連携幼保連携型こども園とは 

２．理念・目的・方針・教育について 
 ①教育・保育理念 ②教育・保育目標 ③教育・保育方針 
 ④保育内容はどう変わるか 

３．ときわ広陵こども園の施設概要について 
 ①名称 ②場所 ③施設概要 ④開園 ⑤施設配置 
 ⑥スケジュール ⑦認定区分 ⑧開園時間等 ⑨利用数予定 

４．保育内容 
 ①一日の流れ ②職員配置予定 ③通園方法 ④保育料 
 ⑤給食などについて ⑥教育充実費について ⑦用品等 
 ⑧慣らし保育について 
 ⑨預り保育、時間外保育、延長保育について 

５．Q＆A（ご意見、ご要望より） 
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（３）その他 
   ① おむつサブスク（おむつの定額制サービス）について 
 
  おむつのサブスクは、保育施設に直接紙おむつが届き、定額で紙おむつが 
 使い放題になるサービスです。 
 
  〇 サービスの概要等 
   １ まず、こども園（保育園）がサブスク会社に登録（契約）を行う。 
    ・ 提供される紙おむつは１種類で、保護者が希望される紙おむつと 
     は限りません。 
   ２ サブスクの利用申し込みは、保護者がスマホ等で行う。 
    ・ 利用希望者のみの登録でよく、園児全員が利用する必要はありま 
     せん。 
    ・ 契約は１ヶ月単位で自動更新されます。 
    ・ 解約手続きを月末までにすれば、翌月から利用停止になります。 
    ・ 月額定額制サービスのため、日割り計算はされません。 
    ・ 使用おむつの発注は、園が在庫を確認し行う。 
   ３ サブスク利用料 
    ・ 月額２，６００円（税込）程度～３，３００円（税込）程度 
     おむつとおしりふきが使い放題になります。 
    ・ 当該サービスは、こども園内での利用に限られています。 
   ４ 支払い方法 
    ・ クレジットカード、PayPay、コンビニ払い、口座振替 
     ※ 口座振替には毎月１２０円の手数料がかかります。 
 
  〇 常葉保育園の現状 
    ・ おむつに名前を書いて、毎日必要枚数を持参 
    ・ 使用枚数 ０歳児 ７～８枚／日    １歳児 ５～６枚／日 
           ２歳児 （春）３～５枚／日 （冬）０～１枚／日 
    ・ おむつは、３名程度ずつカゴに入れて各クラスで保管 
 
  〇 実施にあたっての園での課題 
    ・ おむつの保管場所が新たに必要になる。 
    ・ 利用者が少ない場合、おむつの管理等が煩雑になる。 
    ・ サイズ・在庫を管理し、発注する業務が新たに加わる。 
 
 


